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どんなカメラ

何が映るか

画像データをど
うやって地上へ

電力は１Uの衛星で

１Uの衛星で

１Uの衛星で

１Uの衛星で
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Stars-AOの無線通信の諸条件

GOSAT-2の相乗り 軌道高度 ６１３ｋｍ 仰角10度で伝送距離2360km
少ない送信電力
送信はオムニアンテナ（衛星は姿勢制御がなくても通信したい）
受信アンテナは2mパラボラ相当以下
追尾が容易

2360km
直径２ｍの電力は、
送信電力の-134dB

送信レベル
+29dBm

受信レベル
-109dBm

雑音レベル
-174dBm/Hz

Required Eb/No＝
10dBとすると
55ｄBマージンがあり
帯域に換算すると
300KHｚ伝送できる

伝送速度について考えてみる
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従来の伝送速度から考えてみる

従来実績のある9600bpsから改善の見込み

誤り訂正により、７．１ｄB改善の見込める
9600bpsを基準に考えると50kbps
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Stars‐AOの画像伝送用の無線機

型 番 項 目 規 格 備 考

430MHzGMSK送信機 外形、質量 53.6×40×6.2mm 29g 突起部を除く

GMSK送信周波数範囲 435～438MHz

送信周波数安定度 ±2.5ppm/( -30～+60℃ )

送信出力 800mW typ.

送信部電源電圧 5.0V DC

送信時消費電流 600mA typ. (650mA max)

送信部待機電流 30mA typ. 電源供給中消費

占有帯幅 200KHｚ以下

伝送速度 最大115.2kbps

アンテナコネクタ MCK

電源・制御コネクタ SH

無線送信機の仕様を示す。

詳細回線設計から伝送速度は、115.2k,57.6k、38.4kbps。
周波数は、435MHz帯アマチュア無線バンド

２ｍパラボラのビーム角
435MHｚ 8.8度 18エレ八木アンテナ×２
Sband 1.6度
5.8GHz 0.7度
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Stars‐AOのアンテナ

電磁界シミュレータ EEM-FDM Ver3.5
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熱真空試験 放射線試験

耐久試験
出力端の短絡、開放を含むいかなるVSWR、
位相に耐える。
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Stars‐AOの開発を進めていて感じたこと

１Uの衛星の電力収支
１０ｃｍ四方の太陽エネルギ１３．５W
太陽セル面積；６０ｃｍ²、太陽セル効率；２９．３％、充電できる効率：８７％
周回中の日照割合；５３％、バッテリから取り出せる効率：８５％
７７５ｍW（Stars-AOは5面に太陽セル）
バス：ハウスキーピング、ビーコン、コマンド受信 ミッション：カメラ撮影、通信 に割り振る

低消費電力化 特に無線機（次ページに案）

衛星の信頼性設計

特に、放射線試験、熱真空試験 をできるだけ行う。


